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令 和 8 年 度 

東区交通安全運動推進委員会 

定 期 総 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 令和 8 年 5 月 27 日（水） 午後 2 時～ 

場 所 東区民センター2 階 大ホール 

http://www.city.sapporo.jp/higashi/oheya/documents/tappy01_1.jpg
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報 告 第 1 号 

令和７年度事業実施報告 

                

１ 諸会議の開催等 

（１）令和７年度東区交通安全運動推進委員会定期総会 

５月 28 日（水）に東区民センター２階大ホールにおいて定期総会を開催し、令

和６年度の事業実施報告及び令和７年度の事業計画（案）について原案どおり承

認・可決されました。 

 

（２）小学校スクールゾーン実行委員会への参加 

札幌市では、児童の交通安全を図るための特定地域として、小学校の周辺の半

径 300～500 メートルの範囲をスクールゾーンとして設定しています。その運営の

ために、学校、ＰＴＡ、地域及び行政などの関係者で構成するスクールゾーン実

行委員会が組織されています。 

５月から７月及び 11 月から２月にかけて、多くの小学校で開催され、子どもた

ちの安全・安心のため、熱心に情報共有や意見交換が行われました。 

 

２ 主要事業の実施結果 

（１）交通安全市民総ぐるみ運動の推進 

  ア 期別運動の実施 

    例年、期別運動として４期 40日を設定し、地域住民をはじめ、関係機関、交

通安全諸団体等の協力を得て、交通安全運動に取り組んでおり、令和７年度に

おいても、多くの方が街頭啓発等に参加しました。 

期 別 運動期間 運動規模 運動の重点 

春 ４月６日～ 15日 全国一斉 

新入学（新学期）を迎える子ど

もや活動期に入る自転車利用者

の事故防止など 

夏 7月 13日～ 22日 全道一斉 
夏型レジャー等に伴う事故防止

など 
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秋 9月 21日～ 30日 全国一斉 
夕暮れ時と夜間の高齢歩行者・

自転車の事故防止など 

冬 11月 13日～ 22日 全道一斉 
凍結路面でのスリップ事故防止

など 

   

（ア） 区内主要幹線道路及び交差点における各地区の街頭啓発 

  各運動期間中、各地区交通安全運動推進委員会の主催で、交通安全指導員、

交通安全母の会等が地区主要幹線道路で交通事故防止を呼びかける街頭啓発

を実施しました。 

  また、期間中の定めた日に区役所前で、会長（区長）をはじめ区役所職員、

東警察署から署長等、さらに警友会（警察ＯＢ会）の参加を得て行う旗波街

頭啓発も春・夏・秋いずれも予定どおり実施することができました。 

なお、夏の街頭啓発については、近年の猛暑を考慮し、参加者の熱中症等防

止の観点から、令和６年度から午前中の実施に変更していますが、令和７年度

については、街頭啓発が午前の早い時間に終了するよう、地区を大きく２つの

グループに分け、会長・副会長（市民部長）等が二手に分かれて巡回激励しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋の交通安全市民総ぐるみ運動（９月 19日セーフティーコール）の庁舎前啓発・各地区一斉街頭啓

発 
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  （イ） 各期間中の啓発活動 

 ○ 交通安全広報車により、区民や運転者に各期の重点事項についての呼び

かけを行いました。 

○ 運動期間中、区役所旗掲揚ポールへの交通安全旗の掲揚のほか、区役所

敷地に交通安全旗・のぼりを立て、運動の周知を図りました。 

○ 運動期間中、毎日午前、午後の２回、庁内放送により来庁区民及び区職

員等に期別運動の趣旨を呼びかけ事故防止を図りました。 

 

  イ 新入学（園）期の特別運動の実施   

    新入学（園）期の安全期間として、４月８日から 15日まで、新入学（園）児

童・園児の交通事故を防止するための運動を実施しました。児童・園児は車社

会でまだ独り立ちできておらず、大人の見守りが特に必要な時期であることか

ら、交通事故に遭わないために、次のような運動を実施しました。 

   ○ 東区交通安全母の会連絡協議会の協力を得て、区内 28校の小学校新入学児

童全員にタッピーの夜光反射材を配布し、交通安全を呼びかけました。 

   ○ 新 1 年生の交通事故防止を図るため、区内各小学校の通学路で登校・下校

時に、交通安全指導員や交通安全母の会会員等が街頭指導を実施しました。 

   ○ 区内小学校の 1 年生全員に、札幌市から交通安全ランドセルカバーなどを

贈呈しました。 
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  ウ 通年運動の実施 

    札幌市交通安全運動推進方針の通年運動である『歩行者保護意識の醸成と 

歩行者のマナーアップ』、『高齢者の安全確保』、『飲酒運転の根絶』、『スピード

ダウンと全席シートベルト着用の徹底』、『乗車用ヘルメットの着用などの自転

車等の安全利用』、『安全意識の向上』の各重点項目について、広報車での広報

を実施して周知に努めました。 

 

（２）東区交通安全運動推進委員会が、日常的に取り組んでいる交通安全啓発活動 

  ア 交通安全教室の開催 

    毎年、東区交通安全運動推進委員会では、区内の小学校、幼稚園・保育園・

認定こども園及び老人クラブなどを対象とした交通安全教室を実施しておりま

す。令和７年度については、小学校 27 校、幼稚園・保育園・認定こども園 73

園（令和６年度より夏期、冬期の２回実施）及び老人クラブ 12 か所で、延べ

193回、16,314人に対し交通安全教室を実施しました。 

【令和７年度東区交通安全教室の開催結果】 

区 分 
回数 

（対象団体） 
参加人数 教室の開催時期 指 導 内 容 

小学校 
108回 

（27校） 
11,163人 ４月～５月 

学年別に合わせた指導（歩行

ルール、自転車ルール、危険予

測等）を行った。 

幼稚園 

保育園 

認定こ 

ども園 

73回 

（73園） 
4,864人 

６月～８月 

11月～12月 

道路の渡り方、道路の危険、交

通ルールなどについて指導し

た。冬期には、冬道の交通安全

についても指導し、園児向け啓

発ポスターを作成、配付した。 

高齢者 

（老人ク

ラブ） 

12 回 

（12 クラブ） 
287人 ９月～10月 

高齢者の交通事故の特性と交通

事故防止について指導し、夜光

反射材とチラシを配付した。 
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イ 地域活動への支援・各種研修会等の開催 

（ア） 地域の研修会等への協力 

毎年、各地区連合町内会や交通安全母の会等が主催する行事に事務局長が  

出向き、交通安全講話等で交通事故の防止を呼びかけてきましたが、令和７年

度は２地区で延べ３回実施しました。 

 

（イ） 交通安全母の会の啓発への支援、あいあい研修会等の開催 

東区交通安全母の会による自転車安全利用啓発、地下鉄６駅前啓発、高齢者

啓発、健康スポーツまつり啓発などの各種啓発に協力、支援するとともに、10

月 31日（金）に「あいあい研修会」を開催しました。 

 

     

 

 

 

 

 

（ウ） 老人クラブ会長・シルバーリーダー研修会の開催 

令和 8 年２月 27 日（金）に区内老人クラブ会

長及び交通安全シルバーリーダーを対象に、交通

安全意識の高揚と正しい交通ルールやマナーの定

着を目的として、研修会を開催しました。 

 

 

自転車安全日啓発 

 

 

健康スポーツまつり啓発 

 

 

あいあい研修会 
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（エ） 交通安全指導員研修会の開催 

  令和８年３月 19 日（木）に、東区交通安全指

導員を対象に、東区内の交通事故情勢と交通指

導時の基本的所作について、研修会を開催しま

した。 

 

ウ 広報活動 

  （ア） ホームページでの情報発信  

平成 23 年 2 月から、東区交通安全運動推進委員会のホームページを開設し、

交通事故情報、交通死亡事故ゼロ長期日数達成表彰式、交通安全市民総ぐるみ

運動の様子等を掲載してきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）交通安全広報車による啓発 

     ４期 40日の期間及び死亡事故の発生時や交通安全教室などへの行き帰りの

際に、そのときの状況に合った事故防止対策ＣＤを使用し、交通安全広報車

で広報しました。 

（ウ）東区役所 1 階ロビーでの啓発 

     区役所を訪れた区民に交通安全を呼びかけ

るため、ふしこ幼稚園の園児から贈呈された

交通安全祈願の千羽鶴の展示などの啓発を行

いました。 

 

地域の皆様による交通安全活動が行われています。 

当推進委員会や東区連合町内会連絡協議会のホームページに掲載されていますので、ぜひご覧

ください。 

＜東区交通安全運動推進委員会＞ 

https://www.city.sapporo.jp/higashi/shisetu/shisetu_8.html 

＜東区連合町内会連絡協議会＞ 

https://higashi-renchokyo.com/ 

 

 

東区連合町内会 

連絡協議会 
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（エ）年金受給者金融機関啓発 

     区内の金融機関に協力を依頼し、年金支給日

となる偶数月のうち、６月13日（金）及び10月

15 日（水）に店舗内でポケットティッシュ、反

射材などの啓発品を来店者に配布していただき

ました。 

     また、区役所周辺でも啓発を行いました。 

 

３ 令和７年度交通安全関係表彰等受賞者 

（１）札幌市交通安全運動推進委員会会長表彰 

   一 瀬    修 様  交通安全指導員   （札苗地区） 

 

（２）交通安全功労者知事感謝状 

   増 田  隆 雄 様  交通安全指導員   （鉄東地区） 

   山 口  徳 美 様  交通安全指導員   （栄西地区） 

   関 川  正 人 様  交通安全指導員   （栄東地区） 

   大 槻  浩 志 様   交通安全指導員   （元町地区） 

   岡 本  やす子 様   交通安全指導員   （元町地区） 

   原    一二子 様   交通安全指導員   （元町地区） 

   長谷川  勝 一 様  交通安全指導員   （伏古本町地区） 

  

（３）北海道交通安全推進委員会会長表彰 

   増 田  隆 雄 様  交通安全指導員   （鉄東地区） 

   山 口  徳 美 様  交通安全指導員   （栄西地区） 

   関 川  正 人 様  交通安全指導員   （栄東地区） 

   長谷川  勝 一 様  交通安全指導員   （伏古本町地区） 

   村 上  修 一 様  交通安全指導員   （伏古本町地区） 
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議案第 1 号 

 

令和８年度事業計画（案） 

１ 現状と課題 

令和７年における札幌市の交通事故死者数は 20 人であり、前年の 18 人を上回っ

たものの統計を取り始めた昭和 31 年以降３番目に交通死亡事故を防止することがで

きました。 

一方、東区における交通事故の発生件数は 638 件、交通事故死者数は４人、負傷

者数は 691人と、いずれも前年に比べ増加しました。 

 

交通事故死者の約７割が高齢者であることや、電動キックボードのシェア事業が

参入するなど、未だ交通安全活動の手を緩めることはできず、市民の皆様一人ひと

りの交通安全意識を醸成するため、４期 40 日の交通安全市民総ぐるみ運動をはじめ

とした、関係機関や団体、地域住民の方々との絶え間ない活動が不可欠であります。 

 

《札幌市における交通事故の発生状況》 

  令和６年  令和７年  増 減  

発生件数  4,419件  4,312件  －107件  

死 者 数  18人  20人  ＋  2人  

傷者数  5,179人  4,995人  －184人  

 

《東区における交通事故の発生状況》 

  令和６年  令和７年  増 減  

発生件数  613件  638件  ＋ 25件  

死 者 数  2人  4人  ＋  2人  

負傷者数  674人  691人  ＋ 17人  
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２ 運動の重点 

  札幌市における交通事故発生状況や地域特性を踏まえ、高齢者の交通事故防止及

び自転車等の安全利用の推進の２つを交通安全運動の特別重点項目として定め、地

域住民及び関係機関・団体等と連携して効果的な交通安全運動を推進し「交通事故

のない安全で安心なまちづくり」を目指します。 

 

（１）高齢者の交通事故防止 

令和７年の札幌市における交通死亡事故死者数 20人のうち 13人が 65歳以上の

高齢者であり、かつ９人が歩行中であった交通事故状況に鑑み、高齢者自身に身

体機能の衰えや横断歩道外における横断の危険性を理解していただく教育を実施

するとともに、夜間の交通事故を防止するために、夜光反射材の着用を呼び掛け

る活動を推進します。 

また、運転者に対しては横断歩道外を右から横断してくる高齢歩行者との事故

が多発している状況を周知させ、高齢歩行者の交通事故防止に努めていただくよ

う広報啓発を実施します。 

高齢運転者に対しては、加齢に伴う身体機能や認知機能の低下が運転に及ぼす

影響を正しく理解していただくための体験・実践型の交通安全教育を推進すると

ともに、運転に不安を感じた場合は、運転免許証の自主返納を促進するため

「さっぽろ圏高齢者運転免許証自主返納支援制度」の運用及び制度の周知を推進

します。 

【主な取組】 

ア 老人クラブなどに対する交通安全教室 

イ 交通安全母の会と連携した街頭啓発活動や反射材の配布 

 ウ 関係機関と連携した高齢者への交通安全呼び掛け活動 

エ 交通安全指導員、シルバーリーダー及び交通安全母の会など、地域の指導者

に対する研修の実施や情報提供 

オ 運転免許証の自主返納の促進に向けた広報媒体の配布 

 

（２）自転車等の安全利用の推進 

令和７年の札幌市における自転車が関係する事故は、発生件数、死者数、負傷
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者数 いずれも増加しており、サイクルツーリズムの推進や環境問題への観点か

ら自転車利用者が増加したことが原因の一つと考えられます。 

自転車は車道走行が原則ですが、道路環境の整備が追いつかないなどの理由か

ら歩道走行車両が多く見受けられ、これに伴う歩道上の高速走行や、歩行者の間

を縫うような傍若無人な走行などが見受けられる現状から、自転車利用時のルー

ル・マナーを周知させ、歩行者優先意識を醸成する必要があります。 

また、令和８年４月から自転車に対する交通反則通告制度導入による反則金が

課されることや、９月からは生活道路の法定速度引き下げが実施されることから

広報啓発活動を推進します。 

ルール・マナーの向上と併せて、令和５年４月から着用が努力義務化された自

転車乗車用ヘルメットの着用促進及び自転車損害賠償保険等への加入促進等を呼

びかけ、自転車が関わる交通事故の被害軽減と事故防止意識の醸成に努めます。 

また、特定小型原動機付自転車を含む新たな交通モビリティによる交通事故を

防止するための交通安全教育や広報啓発活動を推進します。 

【主な取組】 

ア 各世代（幼児・児童・高齢者）を対象とした交通安全教室の実施 

イ 交通安全指導員等による街頭指導活動の実施 

ウ 自転車ルールの啓発冊子「セーフティ自転車ライダーのススメ！」を中学生

及び高校生に配布 

エ 交通安全教室や各種広報媒体による自転車乗車用ヘルメットの着用及び自転

車損害賠償保険の加入促進に向けた啓発 

オ 新たな交通モビリティの正しい利用について各種広報媒体を活用しての広報

啓発 

  

３ 交通安全運動の内容  

（１）通年運動 

  ア その他の重点項目 

    上記特別重点項目に加え、年間を通じて全道規模で展開される「交通安全運

動の重点」を軸に、地域住民及び関係機関・団体等と連携した啓発活動を積極

的に展開し、交通事故防止に努めます。 
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（ア）歩行者保護意識の醸成と歩行者のマナーアップ 

a 運転者に対して、歩行者を最優先とする保護意識の醸成やこども・高齢 

者の行動特性を理解した安全運転の普及を図る広報啓発活動を推進します。 

b 全ての世代を対象に道路横断時の安全確認や反射材の着用など自ら安全を

守るための交通行動を促す交通安全教育を推進します。 

c 信号機の設置のない横断歩道における歩行者優先義務の徹底と、歩行者・

ドライバー相互の意思疎通を図る横断方法等を実践する「ハンドサインでス

トップ運動」を推進します。 

 d 登下校時のこどもの安全を確保するため、関係機関・団体が連携して通学

路の安全点検や保護・誘導活動を推進します。 

 

（イ）高齢者の安全確保 

a  高齢者を取り巻く交通事故実態の周知や、高齢者の行動特性を理解した交

通安全意識の向上を図る広報啓発活動を推進します。 

b  高齢者に個々の身体機能を自覚した安全な交通行動の実践を促すための交

通安全教育や広報啓発活動を推進します。 

c 自動車等の運転免許証の自主返納者への支援に関する情報の提供や安全運

転サポート車の普及促進のための広報啓発活動を推進します。 

 

（ウ）飲酒運転の根絶 

a  悪質な犯罪である飲酒運転の根絶に向けて、「飲酒運転をしない、させな

い、許さない」という規範意識と、「そして見逃さない」という視点の醸成を

図る広報啓発活動を推進します。 

b 「飲酒運転根絶ロゴマーク」や「ハンドルキーパー運動」、「飲酒運転ゼロ

ボックス」を周知するなど、飲食店や酒類販売店と連携した広報啓発活動を

推進します。  

 

（エ）スピードダウンと全席シートベルト着用の徹底 

a  速度の出し過ぎによる危険性を周知するための広報啓発活動を推進します。 

b  後部座席を含めた全席でのシートベルトの着用・チャイルドシートの正し
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い使用の効果についての広報啓発活動を推進します。 

c  シートベルト非着用の危険性の認識向上に向けた交通安全教育を推進しま

す。 

 

（オ）乗車用ヘルメットの着用などの自転車等の安全利用 

a  自転車運転者の交通違反に適用される交通反則通告制度の周知及び法令遵

守についての広報啓発活動を推進します。 

b  自転車安全利用五則等の活用による自転車の交通ルールとマナー向上に向

けた交通安全教育や広報啓発活動を推進します。 

c  乗車用ヘルメットの着用、自転車損害賠償保険等への加入に向けた広報啓

発活動を推進するとともに、「ながらスマホ」や「酒気帯び運転」の危険性

を周知します。 

d 特定小型原動機付自転車に関する交通ルールを周知するための交通安全

教育や広報啓発活動を推進します。 

 

（カ）安全意識の向上 

a  夕暮れ時・夜間の交通事故実態及び危険性を周知するとともに、反射材用

品等の着用推進を図る広報啓発活動を推進します。 

b 昼間の点灯を呼びかける「デイ・ライト運動」や夜間におけるハイビーム

の活用に向けた広報啓発活動を推進します。 

c  生活道路における法定速度引き下げの周知を図る広報啓発活動を推進しま

す。 

d「ながら運転」や「あおり運転」の危険性を周知するとともに、思いや

り・ゆずり合いの心を持った運転の実践を図る広報啓発活動を推進します。 

e 居眠り運転による正面衝突事故や車両単独事故を防止するため、長距離運

転における休憩の呼びかけなど居眠り運転事故防止に向けた広報啓発活動を

推進します。 

ｆ 天気や路面状況の変化に応じた安全な運転に向けた広報啓発活動を推進し

ます。 
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  イ 交通安全教育 

    幼児から高齢者までの全ての年齢層を対象として交通ルール・マナーの遵守

を促すことにより、安全な交通行動ができるよう交通安全教室等を展開すると

ともに、参加・実践型の交通安全教育を計画的に実施します。 

 

  ウ 地域活動への支援 

    地域や学区ごとに結成されている交通安全実践会（地区交通安全運動推進委

員会等を含む）、交通安全母の会、スクールゾーン実行委員会、交通安全指導

者等に対する研修や情報提供の充実を図り、地域に根ざした自主的な交通安全

活動の育成・支援を行います。 

 

（２）期別運動（４期 40 日運動） 

   市民参加を促すことで、市民本位の運動として期別運動を展開します。 

   各期の運動内容については、全国及び全道の取り組みと連携を行い下表のとお

り展開します。 

 【期別運動期間】 

春の交通安全市民総ぐるみ運動（全国一斉） ４月６日（月）～ ４月 15 日（水） 

           セーフティーコール ４月６日（月） 

夏の交通安全市民総ぐるみ運動（全道一斉） ７月 13 日（月）～ ７月 22 日（水） 

セーフティーコール ７月 13日（月） 

秋の交通安全市民総ぐるみ運動（全国一斉） ９月 21 日（月）～ ９月 30 日（水） 

セーフティーコール ９月 18日（金） 

冬の交通安全市民総ぐるみ運動（全道一斉） 11月 13日（金）～ 11月 22日（日） 

セーフティーコール 11月 13日（金） 

 

（３）交通安全の日等の運動 

ア 飲酒運転根絶の日（７月 13日） 

    「北海道飲酒運転の根絶に関する条例」に基づき、市民の飲酒運転根絶の機

運を高めるための広報啓発活動を実施します。 
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  イ 交通事故死ゼロを目指す日（４月 10日、９月 30日） 

    交通事故死ゼロを目指し、住民集会などの啓発行事や期別運動におけるセー

フティコールの活動に準じた広報啓発活動を実施します。 

   

ウ 道民交通安全の日（毎月 15日） 

  北海道・北海道警察等と連携し、市民の交通安全意識の高揚を図るため、交

通安全活動の一斉日としてセーフティコールの活動に準じた広報啓発活動を実

施します。 

 

エ 自転車安全日（毎月第 1及び第３金曜日） 

  自転車の安全利用と自転車事故の防止を図るため、自転車利用者を対象に、

街頭指導や啓発活動を実施します。    

 

オ その他の交通安全の日 

  無事故の日（６月 25日）、バイクの日（８月 19日）、その他地域独自の交通安

全の日等については、それぞれの日の実施趣旨を踏まえて、地域・職域の実情

に応じた各種啓発活動を実施する。 

  

（４）特別対策 

ア  交通死亡事故の多発に伴い北海道より「交通死亡事故多発警報」が発表され

た場合には、関係機関・団体と連携して効果的な広報啓発、住民集会、街頭指

導等を実施し、注意喚起を図ります。 

 

  イ 「北海道飲酒運転の根絶に関する条例」に基づく「飲酒運転根絶緊急対策」

が実施される場合には、関係機関・団体と連携協力しながら飲酒運転を根絶す

るための取組を推進し、飲酒運転の防止を図ります。 
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参考資料（1） 

札幌市東区交通安全運動推進委員会 役員一覧 

 

役 職 名 団 体 ・ 機 関 名 及 び 役 職 名 

顧 問 札幌方面東警察署長 

会 長 東区長 

副 会 長 鉄東地区連絡協議会会長 

副 会 長 北光連合町内会会長 

副 会 長 北栄連合町内会会長 

副 会 長 栄西連合町内会会長 

副 会 長 栄東連合町内会会長 

副 会 長 元町まちづくり連合会会長 

副 会 長 伏古本町連合町内会会長 

副 会 長 丘珠連合町内会会長 

副 会 長 札苗地区自治連絡協議会会長 

副 会 長 苗穂連合町内会会長 

副 会 長 東区市民部長 

常任委員 東区連合町内会連絡協議会長選出地区 交通安全運動推進委員会会長 

常任委員 東区交通安全指導員会会長 

常任委員 東区交通安全母の会連絡協議会会長 

常任委員 東区連合町内会連絡協議会副会長選出地区 交通部長 

常任委員 札幌東交通安全協会会長 

常任委員 札幌方面東警察署交通官 

理 事 東区市民部総務企画課長 

副 理 事 東区市民部総務企画課地域安全担当係長 
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札幌市東区交通安全運動推進委員会 委員一覧 

 

分 類  機関・団体名及び役職名 備 考 

鉄 東  

鉄東地区連絡協議会会長  

鉄東地区交通安全運動推進委員会会長 

東区交通安全指導員会鉄東地区支部長 

鉄東地区交通安全母の会連絡協議会会長 

札幌東交通安全協会鉄東地区支部長 

鉄東地区連絡協議会交通部長 

北 光  

北光連合町内会会長  

北光地区交通安全運動推進委員会会長 

東区交通安全指導員会北光地区支部長 

北光地区交通安全母の会連絡協議会会長 

札幌東交通安全協会北光地区支部長 

北光連合町内会交通部長 

北 栄  

北栄連合町内会会長  

北栄地区交通安全運動推進委員会会長 

東区交通安全指導員会北栄地区支部長 

札幌東交通安全協会北栄地区支部長 

北栄連合町内会交通部長 

栄 西 

栄西連合町内会会長  

栄西地区交通安全運動推進委員会会長 

東区交通安全指導員会栄西地区支部長 

栄西地区交通安全母の会会長 

札幌東交通安全協会栄西地区支部長 

栄西連合町内会交通・防犯部長 
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栄 東  

栄東連合町内会会長  

栄東地区交通安全運動推進委員会会長 

東区交通安全指導員会栄東地区支部長 

栄東交通安全母の会会長 

札幌東交通安全協会栄東地区支部長 

栄東連合町内会交通部長 

元 町  

元町まちづくり連合会会長  

元町地区交通安全運動推進委員会会長 

東区交通安全指導員会元町地区支部長 

元町地区交通安全母の会連絡協議会会長 

札幌東交通安全協会元町地区支部長 

元町まちづくり連合会交通部長 

伏 古 本 町  

伏古本町連合町内会会長  

伏古本町地区交通安全運動推進委員会会長 

東区交通安全指導員会伏古本町地区支部長 

伏古本町地区交通安全母の会会長 

札幌東交通安全協会伏古本町地区支部長 

伏古本町連合町内会交通部長 

丘 珠  

丘珠連合町内会会長  

丘珠地区交通安全運動推進委員会会長 

東区交通安全指導員会丘珠地区支部長 

札幌東交通安全協会丘珠地区支部長 

丘珠連合町内会交通部長 
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札 苗  

札苗地区自治連絡協議会（札苗連町会長・東雁来連町

会長・中沼連町会長） 

 

札苗地区交通安全運動推進委員会会長 

東区交通安全指導員会札苗地区支部長 

札苗交通安全母の会会長 

東雁来地区交通安全母の会会長 

中沼交通安全母の会会長 

札幌東交通安全協会札苗地区支部長 

札苗地区自治連絡協議会（札苗連町交通部長・東雁来

連町交通部長・中沼連町交通部長） 

苗 穂  

苗穂連合町内会会長  

苗穂地区交通安全運動推進委員会会長 

東区交通安全指導員会苗穂地区支部長 

苗穂地区交通安全母の会会長 

札幌東交通安全協会苗穂地区支部長 

苗穂連合町内会交通部長 

その他機関 

札幌方面東警察署交通官  

東区長 

東区市民部長 

東区市民部総務企画課長  

東区市民部総務企画課地域安全担当係長 

札幌市小学校長会東支部長 

札幌市東区中学校長会会長 

東区ＰＴＡ連合会会長 

私立幼稚園連合会東地区会代表 

東区老人クラブ連合会会長 

北海道自転車軽自動車商業協同組合札幌支部東

組合長 
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各 ス ク ー

ル ゾ ー ン

実 行 委 員

会 会 長  

北光小学校  

美香保小学校 

明園小学校 

北園小学校 

北小学校 

元町北小学校 

栄西小学校 

栄北小学校 

栄小学校 

栄東小学校 

栄南小学校 

栄町小学校 

栄緑小学校 

元町小学校 

開成小学校 

札幌小学校 

本町小学校 

東光小学校 

伏古小学校 

伏古北小学校 

丘珠小学校 

札苗小学校 

札苗北小学校 

東苗穂小学校 

札苗緑小学校 

苗穂小学校 

中沼小学校 

義務教育学校福移学園 
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参考資料（2） 

東区交通安全運動推進委員会規約 

(設置) 

第１条 札幌市東区内における交通マナーの向上を図り、交通事故防止及び交通環境

向上のため、その地域に密着した広い市民運動を展開し、もって交通事故のない真

に明るい地域を形成することを目的として、札幌市東区交通安全運動推進委員会

（以下「委員会」という。）を設置する。 

(事業) 

第２条 委員会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を行う。 

(1) 交通安全運動の企画・立案･実施に関すること 

(2) 違法駐車等の防止等、交通環境対策に関すること 

(3) 交通安全教育の推進、普及及び指導に関すること 

(4) 交通安全指導に関すること 

(5) 交通安全広報に関すること 

(6) 交通安全に関係する実践組織の育成に関すること 

(7) 交通安全関係機関及び交通安全に関する団体との連絡調整に関すること 

(8) その他交通安全区民運動に関すること 

(組織) 

第３条 委員会は、地域の交通安全に関係の深い機関の職員及び団体の代表者を委員

として構成する。 

(役員) 

第４条 本委員会に次の役員を置く。 

 (1) 会長     １名 

 (2)  副会長   若干名 

 (3)  常任委員  若干名 

 (4) 理事     １名 

 (5)  副理事    １名 

2 役員は、別表に定める委員をもって構成する。 

3 会長は、委員会を代表し、総括する。 

4 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代行する。 
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5 理事は、委員会の事務局を監理する。 

6 副理事は、理事を補佐する。 

(総会) 

第５条 総会は、第３条の委員をもって構成し、年１回会長が招集する。総会の議長

は、会長または会長が指名した委員が議長となる。 

2 会長が必要と認めるときは、臨時総会を招集することができる。 

3 総会の協議事項は、次に揚げるものとする。 

(1) 規約の制定又は改廃に関すること 

(2) 事業計画及び事業報告に関すること 

(3) その他会長が必要と認める事項 

(常任委員会) 

第６条 常任委員会は、第４条の常任委員と会長が指名する者で構成し、会長が必要

と認める事項について協議する。 

2 常任委員会は、会長が必要に応じて招集し、議長は出席者の互選による。 

(専門部会) 

第７条 委員会に、事業の企画及び推進について調査・研究するため、専門部会を設

置することができる。 

2 専門部会は、会長が指名する委員で構成する。 

3 専門部会に部会長１名を置く。 

4 部会長は、専門部会に属する委員の互選により選任する。 

(地区推進委員会) 

第８条 地区に交通安全運動推進委員会を置くことができる。委員会の組織及び必要

な事項は、地区推進委員会が定める。 

(顧問)   

第９条 委員会に顧問を置くことができる。 

2 顧問は、会長が委嘱する。 

(経費) 

第 10条 委員会の経費は、市交通安全運動推進委員会の経費をもって充てる。 

(事務局)  

第 11条 委員会に事務局を置く。 
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2 事務局の組織、運営等について必要な事項は、別に定める。 

(補則)  

第 12条 この規約に定めるもののほか、必要な事項は、会長が定める。 

 

附則 

この規約は、昭和 48 年 4 月 1 日から施行する。 

この規約は、昭和 58 年 4 月 28 日から施行する。 

この規約は、昭和 61 年 4 月 1 日から施行する。 

この規約は、平成 8 年 5 月 15 日から施行する。 

なお、平成 8 年度に選出された常任理事の任期は規約改正の日から１年間とする。 

この規約は、平成 9 年 5 月 14 日全面改正し施行する。 

この規約は、平成 15 年 4 月 15 日を改正日とし施行する。 

  この規約は、平成 23 年 5 月 27 日から施行する。 

この規約は、平成 29 年 4 月 14 日から施行する。 

 

 

 

 

 

参考資料（3） 

事務局 

東区交通安全運動

推進委員会事務局 

事務局長 鎌 田 義 孝 〒065-8612 

札幌市東区北 11 条

東 7丁目 

東区民センター内 

電話・FAX 

299-4805 
交通教育

指導員 

近 藤 寿 恵 

杉 浦  あずみ 

渕 元 則 恵 
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札幌市における特別重点項目 

 

1 高齢者の交通事故防止 

2 自転車等の安全利用の推進 

（令和８年度 札幌市交通安全運動推進方針） 

 

 

「交通事故のない安全で安心なまち 東区」 

 


